
- 1 -

問８ 今後、新しく取り組みたい事業がありますか。（自由記入）

近 隣 町 内 と連 携 し た 取 り 組 み 方 に つい て 検 討 課 題 。相 互 防 災 訓 練 や レクリ エ ーシ ョ

ン等（お互いが顔が見えるような施策が必要）

世代交流を深める行事を多くしたい。

ホームページを開設 し、町内から色んな出来事や情報を発 信して行きたい。

高齢者が参加できるレクリエーション。独居者等の安全等。

年寄りの身近な 事柄 についての講演（悪質商法、防災等）

安全安心な町内会づくり

史跡にめぐまれているので今後環境整備に力を入れ歴史探訪の町内としたい。

現在行っている事業を確実に推進することが良い。

自主防災の組織充実。

会 員 へ の ル ー ル 徹 底 な ど で 基 本 的 な 事 項 の 周 知 が 必 要 で 、 な か な か 新 し い こ と に

取り組みが困難。

町内融合を目的とした親睦会等。

文化活動、機関紙の発行。

街灯が老朽化しているので木柱を新しく替えたい。（工事費が足りないので貯金中）

豁然（かつぜん）とした町内にしたいと思う。

会長になる者がいな いのでどうしようもない。

防災対策

防災対策（水害、火災、地震等）１日中２夜間

防災対策（現在組織作れていない）

親睦を図るべく、小旅行等を実施したい。

防災訓練、講習

自主防災の組織化

自主防災組織の設立。

環境問題を最大のテーマとし、ゴミ箱の設置ゴミ袋の配布な どを推進している。

鉄製ゴミ箱の設置（金ゴミ集積場 ）とその設置場所について 。

災 害 時 に 自 力 避 難 が 出 来 な い 方 が い な い か 、 安 否 確 認 な ど 町 内 会 住 民 の 協 力 を

得ながら、安心して暮らせる町づ くり。

日 帰 り 温 泉 へ 年 に 一 度 は 計 画 し て み た い 。 活 動 費 の 助 成 が も う 少 し 多 け れ ば と 思

う。

任期一年のため時期会長への要 望は 未決 定l。

独居老人へのかかわり。

一人暮らしや、足の弱った方達の楽しむ会 。

ゴミ置場の新設。
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ゴミステーションの改築。

不慮の事態に対する対応のしかた。

防火訓練

自主防災組織。

机上の上ではあり、集合住宅間の交流、廻りの 町内の交流。

高齢化による生活支援の支え、まずは声かけ運 動。

ゴミ集積カゴ設置

婦人会活動に新たに取り組んでみたい。

災害時要援護者に対する支援体制づくり。

自主防衛組織検討、一人身老人への支援。

全戸の詳しい状況（職業、年齢、介護の必要の有無）

自主防災組織の編成。

高齢者・障害者への支援活動（事業）

防災関係

会報の発行について検討。

自主防災組織の結成を気に掛けている。

中心部の町内ですがまだ砂 利道 があり解消 を取り組みたい。

子供会の活動を進めてみ たい。子供参加の行事を企画したい。

女性主体とした高齢 者向け懇親会（婦人部）

ゴ ミ 集 積 場 所 の 機 会 整 備 、 街 灯 劣 化 に 対 応 する お 金 の 問 題 。 地 域 だ け の 問 題 で は

なく「公の援助必要」と考え、連合会と共に解決策を見出したい。

今 年 も夏 祭 り を計 画 し て るが 、以 前 は 70～ 80名 い た子 供 会 員 が 30名 とな り 、御 輿 で

町内を回るのに大変で中止をしなければならないか困っている。

自主防災組織を立ちあげたが、これの実行を期するための対応を考えている。

老人クラブを結成したい。

互 い に 情 報 交 換 を 活 発 に す る 必 要 が あ り 、 元 気 な 高 齢 者 が 参 加 し や す い 親 睦 事

業。

住民の親睦を深める為、行事を工夫したい。検討中。

高齢化、核家族化により生ずる問題への対処。

マンション等集合住宅世帯の町内会活動への参加。

昔の街並、昭和30年代40年代のにぎわい。

自主防災組織。

町内会員の親睦を図るため日帰りのバス旅行を企画している。

古くから全長100M幅２Mの細い小路（私道）現在も無鋪装で悪路、鋪装したい。

町内の防災組織をどうするか？ 今までは避難場所、連絡のみ。

隣接町内会との交流。
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防犯の安全強化。

「携帯用連絡カード」の作成。「災害時避難マップ」の作成と配布。

防災訓練の充実化。

①資源ゴミ集団回収 ②町内にある竿灯会と合同で各種活動を行いたい。

スポーツ行事等を検討している。

６月に決める予定。

集会所に係る環境整備を行いたい。

川 尻 の 夏 祭 り （ 盆 踊 り ） を ２ 年 前 か ら 復 活 し て い る 。 町 内 連 合 会 支 援 み ん な で 浴 衣

で楽しく行 いたいと企画しているので、助成をお願いしたい。

交通事故の多い町内である。交通安全を強化していきたい。

子供会の育成に力を入れたい。

自 主 防 災 組 織 に よ る 町 内 防 火 訓 練 で き な い で い る 。 街 区 公 園 で 一 回 ど ん な 具 合 に

なるかやってみたい。

一人暮らし老人の見廻り。

町内でグランドゴルフ大会の企画と玄関前のスットプマークの取 付を計画している。

先進地の見学。

レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 小 旅 行 等 の 親 子 行 事 。 街 区 公 園 愛 護 会 の 児 童 利 用 者 の 親 の 参

加事業等。

子供会を交えた「ミニ町内祭り」を実行 したい。

ひとつの事業をやりとげる事が町内の融和に最も大切と考える。

町内会員同士の交流を考えてスポーツ等を多く取り入れたい思っている。

自主防災体制を定着させたい（形式的組織体制はできているが動かない）

街区公園に現在桜７本あり、これに満天星を植えれれば？

やりたい事はあるが協力者が少なく出来ない。

地域の防災、防犯対策等点検、研修活動。

昨年 町内 会創 立20周 年を記念 してホ テル での 祝賀 会とグランドゴルフ大会（ ２回）を

催 し た 。参 加 者 が 多 く好 評 だ った 。今 後 も節 目 の 周 年 行事 と 会 員 を元 気 づ け る行 事

を催 したい。

町内行事を少なくして明るい街づくりをしたい。

防犯施設。カメラの設置。

他町内で活動事例等で大きな成果を上げている例があったら紹介してほしい。

一人暮らしの高齢者への対策。

女性交流会を実施し、町内会を発足に努める。

防災訓練

高齢者一人暮らしへの連携強化、他人との会話をする場所時間を設ける。

災害に関する訓練。
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町内会でグループホームを農家の空き家を利用して立ち上げたい。

防災対策。高齢者への支援。

町内独自の行事がたくさんあり今の所考えていない。

今年から児童遊園地の愛護活動を行っている。

自主防災、介護支援

隣近所仲良く、明るい挨拶からが大切。

町 内 会 に は 13班 あ り 、 高 齢 化 に よ り 班 長 の 役 目 が 困 難 を き た す 班 が 生 じ 「 班 の 再

編」が必要。

災害時に支援を要する人の支援体制。

夏祭りや日帰り旅行など実施したい。

世代間にまたがる行事。

高齢化対策に関連した事業 。

福祉会の充実。ボランティ アの活動。

自主防災組織。

一人暮らしの高齢者に年に２回位弁当をつくり配布したいと考えている。

防災体制の組織化。環境整備（ゴミ箱の整備等）

高齢世帯が安心して生活できる支援策を検 討。

不用品のバザーを考えています。

班ごとの強化（防災等）に努めたい。高齢化による参加者が不足で事が進まない。

レクリエーションを行 うにも足がない。バスの送迎があれば？

高齢化が進み一人暮らし老人が多くなり自主防災に力を入れたい。

消火器使用方法の訓練。

役 員 と 町 内 一 般 会 員 ２ 名 で 町 内 の 見 ま わ り （ 日 昼 と 夜 間 ） 月 に１ ，２ 回 か ら週 １ 回 位

が目標。

環境にやさしい防犯灯のLED化

会員の交流親睦のため（グランドゴル フなど）

現状の体制を維持していくのが精一杯であり、 当面は不可。

毎 年 役 員 が 変 わ る の で 毎 年 町 内 会 の 運 営 に慣 れ た 頃 に 終 わ っ て し ま うの で せ め て

会長副会長のうちどちらかでも後数年やれたらと思う。

防犯対策企画。避難誘導対策。

問６の課題を解決しないと先へ進めないのが現状。

電子町内会

自主防災組織づくり。

連合会の事業が多く、新たに取り組む余裕がない。

町内会員のコミュニティがうまくいく行事の工夫が必要 。

孤独者（特に高 齢者 ）をつくらない為、定期 的な 集まりの機会をもうける。
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町内レクリエーション、高齢者を対象 にした町内会館でのサロン開設等。

高齢者も出てきているので 孤立 しないようにグループ化したい。

ゴミの問題等

事 業 と は い え な い が 、 一 人 暮 ら し 高 齢 者 世 帯 の 見 守 り 、 声 か け 等 の 支 援 活 動 の 強

化。

高 齢 化 町 内 な の で 老 人 へ の ケ ア を 充 実 ・ 町 内 緊 急 災 害 時 マ ッ プ の 更 新 。 AEDの 設

置等。

町内の活性化（駅前の賑わい等）

道 路 街 路 樹 の 雑 草 が 多 く 、 草 刈 人 数 も 少 な く 機 械 の 購 入 費 の 予 算 作 り に 取 り 組 み

たい。

町内自治の法人化と共有財産の明確化。

ふれあいサロン等を年６回位やりたい。

自主防災

町内防災組織の取り組み。

健康の維持にどの様 にしたらよいか模索中。

火災報知器の取り組み及び防災 訓練 にフリマ。

災害時の避難場所マップ作成。

22年度新規事業として冬祭り（餅つき大会 等）を予定。

町内の親睦会

一応防災組織はあるが、大きな災害などに対応できる具体 的な 計画を検討中。

防災（避難訓練）

老齢化が進み、安全安心事業

新しくはな いが、防災組織の再構築を図りたい。

年２～３回位の会報発行を計画している。

現状維持でいっぱいで、考 える余裕がない。

町内ハイキング等ウォーキングを毎週日曜早朝行っているがその日版 。

自主防災活動について詳しく知りたい。

高齢者が比較的多いため、自主防災隊の組織強化について検討中である。

若い人を含めてレクリエーション

町 内 会 員 間 の 交 流 を 深 め る た め 旅 行 （ 日 帰 り ） を 考 え て い る 。 会 員 の 高 齢 化 に よ る

独 立化 対 策と して、個 人 の負 担 を考え ると町 内 か らの 補 助を 考え て いるが 大変 であ

る。

今年度より自主防災隊組織 の活 動を具体化して いく。

今 後 の 町 内 会 運 営を 考 え て いく ために 取 組 計 画 を検 討 中 。２ 年後 の 「 あらや 大 川 散

歩道雪まつり」10周年記念開催を計画中。

鹿嶋祭りの参加（ 子供 のために）
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会館狭く物置等の設置。

住民の結束

老朽化したゴミ袋集積所の着工

世代間交流事業

花いっぱい運動 （緑化 事業 、花、苗木 の提 供を希望）

「たまり場」からの発想で秋田市や全国のモデルになる町内 会が スタートです。

町内会街灯の老朽化した器具等の取替え設置。

現在自主防災組織づくりの 準備 をして いる。

一人暮らし、病弱、障害者の支援対策立案。

町内会での自主防災組織作り

県道脇草刈作業

少子、高齢化への対応

今年度は神社の屋根のふき替えを行う。公民館の老朽化も気になっている。

公民館（集合施設）の利用。例、講演、ショ ー等

町内会会報の発行。

４月に会長になったば っかりで町内会そのものが把握できていない。

高齢化が進んでいるので、グランドゴルフや会館での楽しみ会などを考えている。

少子高齢化が加速しているため、心の健康、身体の健康作り。

小さい町内の割りに疎遠のため、親睦会の実を上げたい。

側溝の泥上げ（資金を確保 し業者へ委託）

年二回の会報の発行に取り組みたい。

今の処なし。出来れば防災組織を作りたい。

町内会員の勉強会。特に介護に関しシリーズで検討。

町内会向けの講演会（色んな角度から）医療、文化、健康等

高齢者参加行事の検討に取り組みたい。防災勉強会と併せて。

町内全体の地図看板がないので つくりたいが金がなく断念している。

新役員の交代の育成。

町内単独でのレクリエーション（10年以前は盆踊り、運 動会 を実施していた）

町内会の法人化及び防災組織化を図 りたい。

公民館の建設

町内会の法人化について。所有者会議。神社関係。町 内会 費の 内容 について。

町 内 全 体 で の レ ク リ エ ー シ ョ ン 等 や れ ば 良 い と 思 っ て い る が 予 算 等 い ろ い ろ 問 題 も

多い。

高齢者が気軽に参加し集まることのできるサロン等。

年間決まった行事を消化するのが第一だと考える。

公園の桜の木の植え替え
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町内会長後継者の育成

自主防災組織の強化

老若一緒に楽しめるレクリエーションをもう少し多く実施したい。

イベント（春の花見）

アメシロ防除

自主防災組織の活用、AED研修、健康講和会、雑談会（お茶のみ 会）

集会施設（町内会館）

公民館の有効活用、高齢者同士のふれあい。

環境やエコの事 業に取り組 みたい。

地 区 ス ポーツ大 会 へ の 参 加 や 町 内 会 事 業 として 軽ス ポ ーツ（ 子供 と大 人 、老 人 も参

加できる）をやりたい。

町内会の法人化

町内会の皆さんが多 数参 加出来る事業（スポーツ、レジャー、運動会、盆踊り他）

近隣５町内協同の防災訓練

防 災隊 の 強化 。各戸 の 家族 構 成 調査 （ 個 人情 報 保護 の 関 係か ら現在 その 方法 を考

慮中。

防災対策

任 期 一 年 と あ っ と い う 間 に 年 間 行 事 を こ な し 終 わ っ て し ま う と い う 感 じ で か と 言 っ て

続ける続けられないという事（ほとんどの方）ではないか。

なし

農閑期の時期に娯楽性のある事業を持ちたい。

町内レクの活性化

体育祭等の検討

社会福祉協議会への加入

グランドゴルフ等の軽スポーツの実施

当地は公共交通機関がないので 足の 確保 が必 要と考えている。

町内に祀ってある地蔵置場の解体新築工事

町内有林の整備

町内会館建設

運 動 会 な どの レ クリエ ーシ ョ ン（ 地 区 体 協 が 大 会 ？ 消 滅 ？ した の で 金 足東 が 廃 校 に

なったので）

数 年 後 に 限 界 集 落 に な る 。 そ の 後 の 町 内 の 運 営 に つ い て 考 え て い き た い と 思 っ て

いる。

町内会あげての ボランティア活動

高齢化対応（資源ゴミ回収、自主防災等加入）

高齢者同士のコミュニケーション
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緑、土、環境、美化に取り組みたいと思っている。

高齢化が進んでいるので、町内会員が会話し情 報交 換する機会の構築。

猿舎人形芝居の町内公園

自主防災組織としてハード面の整備と保管手数料はいかに。

成年部の立ち上げ

例年夏祭り実施しているが、今年は子供御輿パレードを予定。

町内会館の建設

防災避難訓練の実施

社福の公報資料は手作りで廉価にできるはず。町内会負担の軽減。

町内での自主防災

特に計画していない。今後 役員 会で協議する。

今 年 度 は 高 齢 独 居 世 帯 に 火 災 警 報 器 （ 既 設 の 場 合 は 消 火 器 ） を 無 償 設 置 し た い 。

来年度は残り全戸対象に設置補助金を援助する。

高 齢 者 支 援 対 策 と 子 育 て 母 子 支 援 対 策 を 居 住 学 区 社 会 福 祉 協 議 会 と 協 議 し な が

ら。

少 子 高 齢 化 の 時 代 に 入 っ て い る と は い え 、 将 来 あ る 小 中 高 生 が 自 立 で き る 環 境 作

りを大人が考慮するべきであり、その為になにが出来るのか考えたい。

体協の取り組みが弱い。野球大会などがなくなった。

ごみの減量化対策について取り組み たい。

町内会内の美観と衛生に力を入れたい。

街灯の照度アップ（水銀灯）防犯上明るい作り。

防災対策

緊急避難対策リスト（災害弱者)作成と連絡網、周知。

冬 季 に お い て ミ ニ カ マ ク ラ を 開 催 し て い る が 、 同 時 に 老 若 男 女 が 一 同 に 遊 べ る レ ク

リエーショ ンを考えている（雪上綱引き等）

緑化対策、安全安心対策。

人々のつながりの輪を増やしたい。

集会所を作りたい。

環境問題に取り組みたいが忙しく時間がない。

年に一度、町内会の全会員が参加出来るような行事を企画。

児 童 会 館 敷 地 内 に 小 公 園 を 作 って 町 内 全 員 の 団 結 を 図 るべ き 、作 業 を望 む が 事 業

費を用意できず。

高齢化に伴い、事業がしたくても取り組めない。

少 子 化 の た め 、 子 供 会 （ 親 の 会 ） 活 動 が 停 滞 気 味 な の で 、 今 後 は 女 性 部 活 動 を 検

討したい。

一人暮らし高齢者の支援活動。



- 9 -

小 さ い 町 内 の 為 に隣 の 町 内 ８ 坂 本 ・ 宮 崎 ） と 合 同 で 事 業 を行 って い くこ とで 合 意 し て

いる。

今の状況からは取り組みたくても困難。

子供達の冬夏休み期間中の事業（勉強会、交通安全）の取り組 み

上和田公民館を中心にふれあい広場の整備事業。

災 害 時 緊 急 時 の 対 応 。日 中 夜 間 で 活 動 出 来 る会 員 の 層 が 異 な る の で 検 討 し て い き

たい。

町内会内の工事

会員相互の親睦を図るためレクリエーション等

福祉サロン事業

自主防災組織を立ち上げる予定。現実的に活動できる組織として。

老人世帯の相互協力体制の構築。

河川運動公園周辺に桜の木を植えたい。夏祭り事業を再開したい。

地域の絆づくり（各世代間の交流 ）

災害時の各家庭の安否確認。

転 居し て間 が 無い 住 民が 多 い地 区な ので信 頼関 係の 構築 が最優 先。今は 充分 と考

えている。

※「なし」「検討中」「現状でよい」等の回答は省きました。


